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C O N T E N T S
　■白浜町の給与・定員管理等について

　■白浜町消防庁舎完成　３月１日運用開始

　■名称決定！！椿地域振興施設「椿　はなの湯」

　■白浜町狂犬病予防集合注射実施のお知らせ

　■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧　固定資産課税台帳の閲覧

　■町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■わがやのスター／しらはま俳壇コーナー

日置小学校体育館完成
～光る体育館　踊るレリーフ　弾む児童～
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支　給　実　績（20 年度決算） 職員１人当たり平均支給年額（20 年度決算）

55,563 千円 176,192 円

支給対象地域 支給率 支給実績（20 年度決算） 支給職員１人当たり平均支給年額（20 年度決算）

東京都特別区 １8％
541 千円 270,500 円

和歌山市 ３％

支給実績（20 年度決算） 支給職員１人当たり平均支給年額（20 年度決算）

特殊勤務手当 10,516 千円   85,091 円

扶養手当 43,774 千円 226,807 円

住宅手当 16,252 千円   85,091 円

通勤手当 22,450 千円    79,048 円

管理職手当 18,080 千円 332,851 円

区　分

20 歳

未満

20 歳
～

23 歳

24 歳
～

27 歳

28 歳
～

31 歳

32 歳
～

35 歳

36 歳
～

39 歳

40 歳
～

43 歳

44 歳
～

47 歳

48 歳
～

51 歳

52 歳
～

55 歳

56 歳
～

59 歳

60 歳

以上 計

職員数 人
7

人
20

人
30

人
29

人
62

人
57

人
19

人
25

人
27

人
51

人
43

人
1

人
371

平成 18 年 4 月 1 日職員数 平成 23 年 4 月 1 日職員数 純　減　数 純　減　率

　４００人 　３６５人 ３５人 　８．８％

      　　　区　分
部　門

１８年
計画始期

１９年 
１年目

２０年
２年目

２１年
３年目

２２年
４年目

２３年
５年目

19 ～ 23 年
計

( 参考 )
数値目標

一般
行政

職員数 231 221 214 207 206

増　減 △ 10 △ 7 △ 7 △ 24(96.0% ) △ 25

教育
職員数  50 49 49 45 47

増　減  △ 1 　　0 △ 4 △ 5 (166.7% ) △ 3

消防
職員数  79 79 79 79 79

増　減 0 0 0 0  (    　 % )    0

公営
企等

職員数  40 41 45 40 33

増　減 1 4 △ 5   0  (         % ) △ 7

計
職員数 400  390 387 371 365

増　減 △ 10 △ 3 △ 16 △ 29(82.9% ) △ 35

（2） 時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日手当を含みます。
　　  ２　選挙事務に従事した手当は含みません。

（３） 地域手当　　　　　　　　　　　　　                                                     　　　（平成２１年４月１日現在）

（４） その他の手当　　　　　　　　　　　                                                 　　　（平成２１年４月１日現在）

４　職員数の状況

（1） 年齢別職員構成の状況                             　　　　　　　　　　　　　（平成２１年４月１日現在）

（２）定員適正化計画の数値目標及び進捗状況  
①平成 18 年４月１日～平成 23 年４月１日における定員管理の数値目標

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要　　　　　　　　　　　　（各年４月１日現在）　

（注）１　計画期間は、平成１９年～２３年の５年間です。
　　   ２　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　  ３　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示します。
　　  ４　この表は、一般職に属する職員のうち、教育長を除いた職員の数です。
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 区　分 住民基本台帳人口 
( ２０年度末 )

歳　出　額 実 質 収 支 人  件  費 人件費率 ( 参考 )1 ９年
度の人件費率Ａ Ｂ Ｂ／Ａ

20 年度  23,760 人 10,145,414 千円 130,701 千円 2,596,256 千円 25.6％ 22.7％

区　分
職員数

A
給　　　　　与　　　　　費 一人当たり

給与費 Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B
20 年度 289 人 1,055,376 千円 167,089 千円 442,878 千円 1,665,343 千円 5,762 千円

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
１年前 ５年前

区分 職員数 構成比 区分 職員数 構成比

１級 定型的な業務を行う職員の職務 15 人  9.1％ １級 12 人 6.8％ 
１級  　0 人  0.0％

２級 　5 人  2.3％

２級 困難な業務を行う職員の職務 32 人 19.4％ ２級 36 人 20.4％ ３級 　60 人 28.0％

３級
係長及び主任の職務並びに高度の技
能又は経験を必要とする業務を行う
職員の職務

61 人 36.9％ ３級 55 人 31.3％
４級 　34 人 15.9％

５級 　34 人 15.9％

４級

副課長の職務、高度の知識又は経験
を必要とする業務を行う係長及び主
任の職務並びに極めて高度の知識又
は経験を必要とする業務を行う主査
の職務 　

44 人 26.7％ ４級 58 人 32.9％ ６級 　56 人 26.2％

５級 課長の職務及び困難な業務を行う副
課長の職務 11 人  6.7％ ５級 14 人 8.0％ ７級 　25 人  11.7％

６級 総括課長の職務 2 人 1.2% ６級 1 人 ０.6%

支　給　割　合 支　給　実　績
（20 年度決算）

１人当たり平均支給年額
（20 年度決算）

期末手当　3.0 月分（2.6 月分）
勤勉手当　1.5 月分（1.9 月分） 490,845 千円 1,519 千円

  白浜町の給与・
                        定員管理等について 
　白浜町では、国が定めた指針（総務省通知事務次官通知）に従い、町職員の給与、職員数および定員管
理などについて、毎年その状況をお知らせします。
　 詳 細 な 内 容 は、 白 浜 町 の ホ ー ム ペ ー ジ（http://www.town.shirahama.wakayama.jp） で ご 覧 い た だ け
ます。

問役場総務課庶務係（４３－６５８３）

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

（1） 人件費の状況（普通会計決算）

１　総括

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　  　２　職員数は、平成２０年４月１日現在の人数です。

２　一般行政職の級別職員数等の状況　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２１年４月１日現在）

３　主な職員の手当の状況

（注）１　白浜町及び合併前旧白浜町・旧日置川町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　  ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
　　  ３　平成１８年４月に７級制から５級制に、その後同年６月に６級制に変更しています。

（1） 期末・勤勉手当　                                　　　　　　　　　　　　　　（平成２1 年４月１日現在）

（注）（    ）内の数値は、管理職の支給割合です。
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　白浜町消防庁舎が完成し、３月１日から運用が開始されます。

　移転に際し、住所並びに各業務担当直通電話番号を新設しています。

白浜町消防庁舎完成　３月１日運用開始

〒６４９－２２１１

白浜町１６００番地

ＴＥＬ　４３－０１１９　

ＦＡＸ　４２－５４５９

　白浜消防署、日置川消防署、すさみ消防署でそれぞれ受信していた１１９番通報を、消防本部通信指令室１箇
所でまとめて受信。このことにより、どこの署でどのような災害に出動しているか容易に把握することができ、
重複する災害によりスムーズに対応することが可能となります。
　また、加入電話、ＩＰ電話、携帯電話からの１１９番通報において、緊急時には位置情報を容易に取得できる
総合型の位置情報通知システムを導入しました。１１９番入電から、災害場所の特定までの時間を大幅に短縮す
ることが可能となります。

　さらに消防団招集のための防災行政無線についても指令センターから制御する
ことが可能となり、自動音声で放送することができます。
　通報入電から災害場所特定、出動指令、関係機関への連絡非番職員の招集、防
災行政無線放送にいたるまで一元的に管理することが可能となり、白浜町消防本
部が揚げている「安全で住みよい町づくり」「迅速、適切な消防活動」をより実現
できるものと確信しています。

高機能消防指令センター導入

　住民の皆さまには、８２－３８５０にお電話いただきますと、自動音声で災害発生状況

を通知していますのでご利用ください。

〒６４９－２２１１

白浜町２９２７番地２５９

ＴＥＬ　４３－０１１９

ＦＡＸ　４２－５４５９

指令係　８２－１１１９　予防係　４３－１１１９

庶務係　４３－６５９２　警防係　４２－１１１０

 

３月１日 

３月１日

お引越しです。
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椿 地 域 振 興 施 設
『 椿  は な の 湯 』

　このたび、椿地域振興施設について名称を募集したところ、応募期間である昨年１１
月９日から１６日の間に町内はもとより北は福島から南は熊本まで３００通を超える応
募が寄せられました。
　名称委員会（委員長　吉

よし

田
だ

弘
ひろし

氏）において厳正な審査の結果、濱
はま

本
もと

安
あ

輝
き

子
こ

さん（田
辺市在住）の「椿　はなの湯」が施設名称として正式に決定されました。「ヤブツバキ
の素朴な中にあるりんとした強さと椿地域がいつまでも栄えるように」との願いからと
のことです。
　多くの方々のご応募ありがとうございました。

「椿　はなの湯」は４月オープンです。

多数のご来場をお待ちしております。

名称決定！！

入浴料金：中学生以上５００円　　小学生２５０円

　　　　　回数券（１５枚綴）５，０００円

■お問い合わせ先　役場農林水産課農林係　℡４５－０００９
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 ◎白浜地域  ◎日置川地域
４月１３日（火） 10：00 ～ 10：20  （旧）椿漁協前 ４月１６日（金） 10：00 ～ 10：05  上露  上村孟男様宅前

10：35 ～ 11：10  富田会館前 10：25 ～ 10：40  市鹿野  役場市鹿野出張所前

11：20 ～ 11：40  町立児童館前 10：50 ～ 11：00  滝  殿山発電所前

11：50～ 12：10  庄川会館前 11：20 ～ 11：30  川原谷  集会所前
13：30 ～ 13：40  平会館前 11：45 ～ 11：55  大  集会所前
13：50 ～ 14：05  （旧）農協北支所前 13：00 ～ 13：20  小川  集会所前

14：15 ～ 14：30  保呂集会所前 13：40 ～ 13：45  久木  区民会館前

４月１４日（水） 9：30 ～ 10：10  農業研修会館前 13：50 ～ 13：55  向平  集会所前

10：20 ～ 11：10  才野会館前 14：05 ～ 14：15  寺山  井上 瑛様宅前

11：20 ～ 12：10  西富田クリニック前 14：25 ～ 14：30  中嶋  日吉屋様宅前

13：30 ～ 13：40  堅田上集会所前 ４月１９日（月） 9：30 ～   9：45  安居  役場安居出張所前

13：50 ～ 14：40  細野集会所前 9：50 ～ 10：05  口ヶ谷  農協集荷場前

４月１５日（木）  9：30 ～ 10：10  湯崎浜広場前 10：10 ～ 10：15  口ヶ谷  小山 登様宅前

10：20 ～ 11：00  しらら・はまゆう公園 10：20 ～ 10：50  田野井  会館前

11：10 ～ 11：50  和歌山南漁業協同組合前 10：55 ～ 11：00  矢田  ＪＲ日置駅前
（白浜漁協前） 11：05 ～ 11：10  矢田  山本将文様宅前

13：00 ～ 13：40  美之浦保健センター前 11：15 ～ 11：30  安宅  区民会館前

13：50 ～ 14：30  羽衣会館前 11：35 ～ 11：55  安宅  住民交流センター前

14：40 ～ 15：00  役場（旧消防庁舎）横 13：10 ～ 13：20  塩野  滝川 洋様宅前

13：30 ～ 13：40  伊古木  小出渡船様宅前

13：50 ～ 14：10  大古  区民会館前

４月２０日（火） 9：30 ～   9：50  市江  区民会館前

9：55 ～ 10：00  笠甫  笠中米継様宅前

10：05 ～ 10：20  志原  区民会館前

10：25 ～ 10：40  村島  尾下商店様宅前

10：45 ～ 11：15  正光寺駐車場前

11：20 ～ 11：50  日の出神社前

13：10 ～ 13：25  日置漁協前

13：30 ～ 13：45  鈴木商店様宅前

13：50 ～ 14：10  日置川拠点公民館前

平成２２年度 白浜町狂犬病予防集合注射実施のお知らせ
・すべての飼い犬は、必ず狂犬病予防注射をお受けください。（生後９１日以上）

・注射の際には、「狂犬病予防注射接種通知書兼現況届受付票」か、「犬の鑑札」を必ずご持参ください。

・当日は集合注射の混雑が予想されますので、下記のことについて、ご協力ください。

　①注射の事故を防ぐため、犬を制止（押さえる）できる方が連れてきてください。
　②犬は健康体であること。（注射前１週間は、普段通り調子のいいことが目安）
　③次の犬は、最寄の動物病院でご相談の上、注射を受けることをおすすめします。
　　◆指定された集合注射の日に、犬を制止できる方がいないとき
　　◆慢性的な病気を持っている犬　　◆最近治療、予防などの処置を受けた犬
　　◆興奮しやすい性格の犬　　　　　◆妊娠または発情などで普段と違う状態にある犬
　④手数料は、できるだけお釣りのいらないようにお願いします。

★狂犬病

　予防事務手数料　３，１２０円

　※未登録犬は、登録料 3,000 円が必要です。

■次の場合は、届出が必要です。
　・飼い犬が死亡したとき
　　（鑑札は返納）
　・飼い犬の所在や飼い主が
　　変更したとき

■集合注射日に都合の悪い方、
　登録申請、鑑札の交付、予防
　注射済票交付の手続きなどは
　役場生活環境課または最寄の
　動物病院でご相談をお願いし
　ます。

■野犬の保護や、事情により飼うことが
　できなくなった犬の引取り等の連絡先
　◎田辺保健所　　　℡２２ー１２００
　・役場生活環境課　℡４３ー６５８６
　・日置川事務所　住民窓口係
　　　　　　　　　　℡５２ー２３０５
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◆期　間　４月１日（木）～ 30 日（金）　　※土・日曜日・祝日は除く
◆時　間　午前８時 30 分～午後５時
◆場　所　役場税務課　日置川事務所（旧日置川町分）

縦覧内容 縦覧できる方

土地価格等縦覧帳簿 所在、地番、地目、地積、評価額 町内に所在する土地の固定資産税の納税者

家屋価格等縦覧帳簿
所在、家屋番号、種類、構造、床面積、   

評価額
町内に所在する家屋の固定資産税の納税者

※土地のみの固定資産税納税者の方が家屋価格等縦覧帳簿を、家屋のみの固定資産税納税者の方が土地価格等縦覧帳簿を
縦覧することはできません。
※固定資産税が非課税である土地や家屋の所有者や、免税点未満の土地や家屋の所有者は縦覧することはできません。
▼不明な点はご質問ください。
　縦覧した結果、内容について質問がある場合には、説明を求めることができます。
　また、価格について不服があるときは、４月１日以降、納税通知書を受け取った日の翌日から起算して 60 日
以内に、町の固定資産評価審査委員会に対して審査の申し出をすることができます。

◆平成２２年度土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧

◆平成２２年度固定資産課税台帳の閲覧

◆期間　4 月 1 日（木）より通年　　※土・日曜日・祝日は除く
◆時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時
◆場所　役場税務課　日置川事務所（旧日置川町分）

閲覧を求めることができる者 対象固定資産

固定資産税の納税義務者 当該納税義務に係る固定資産

土地について賃借権その他の使用または収益を目的とする権利

（対価が支払われものに限る）を有する者
当該権利の目的である土地

家屋について賃借権その他の使用または収益を目的とする権利

（対価が支払われるものに限る）を有する者
当該権利の目的である家屋およびその敷地である土地

固定資産の処分をする権利を有する一定の者

・所有者

・会社更生法等の規定により管財人・管理人等に選任された者

当該権利の目的である固定資産

※納税義務者でない方で、上記の「閲覧を求めることができる者」に該当する方は、それらを証するものをご用
　意ください。（賃貸借契約書、裁判所等による選任書等）
※ 4 月 1 日～ 4 月 30 日までの閲覧につきましては、閲覧手数料は不要です。

■帳簿の縦覧、台帳閲覧に来られる方の持参物
　・運転免許証等本人確認ができるもの　　・委任状（代理人が来られる場合）

■お問い合わせ　役場税務課課税係　℡４３－６５８４
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ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●町道保呂２号線舗装補修工事

　舗装状態の悪かった道路を補修しました。

●湯崎地区側溝改良工事

　湯崎地区の側溝を整備をしました。
●富田川口地区避難タワー完成

　東南海・南海地震に備え、富田川河口地区に建設し

ていた津波避難タワーが完成しました。

●日置小学校体育館完成

　昨年から建設していた日置小学校体育館が完成しました。
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，６９１人
　　　　　　（先月比　ー２３人）

　　　　男　　１１，０５２人
　　　　　　（先月比　ー２０人）

　　　　女　　１２，６３９人
　　　　　　（先月比　ー　３人）

　世帯数　　１１，０６０世帯
　　　　　　（先月比ー１８世帯）

※平成２２年 2 月１日現在

　           　仕事待ってます。
　　　　　　　草刈、 草引き、 掃除、 樹木伐採

　　　　　　　剪定、 大工 ・ 左官仕事、 ペンキ塗り等

 ・ 会員募集！  詳しくは電話又はインターネットで
　生きがいを持って働くことにより地域に貢献しませんか？

　　（社）　白浜町シルバー人材センター

電話 (0739)82-1250  fax 82-1251
http://www. ｓｊｃ .ne.jp/shirahama/

有料広告

　　　　　　　　　　　
国
民
年
金
基
金
は

　

公
的
な
個
人
年
金　

で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
も　

お・

得・

。

　✿掛金全額を所得から控除。

　　　年最高 81 万 6 千円の社会保険料控除

　✿受け取るときも公的年金等控除。

　　　他の公的年金等とあわせて 120 万円まで

　　　非課税 （65 歳以上の場合）

　✿万一のときの遺族一時金も非課税。

　　　相続税も贈与税も掛かりません

０１２０－６５－４１９２
和歌山市吹上 2-1　和歌山県国民年金基金

有料広告

白
良
浜
へ
の
ペ
ッ
ト
の
携
行
は

禁
止
で
す

　

町
民
の
方
々
が
白
良
浜
に
ペ
ッ

ト
を
連
れ
て
入
場
し
て
い
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。

　

白
良
浜
は
都
市
公
園
で
あ
り
、

白
浜
町
都
市
公
園
条
例
に
基
づ

き
、
ペ
ッ
ト
の
携
行
は
禁
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

白
良
浜
の
環
境
を
保
全
し
、
い

つ
ま
で
も
美
し
い
白
良
浜
で
あ
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
白
良
浜
で
の
火
気
の
使

用
、
キ
ャ
ン
プ
（
白
浜
町
都
市
公

園
条
例
適
用
）、
喫
煙
、
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
（
白
良
浜
等
喫
煙
及
び

ご
み
等
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
適

用
）
も
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ペ
ッ
ト
の
携
行
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
そ
の
他
の
都
市
公
園

　

平
草
原
公
園
、南
湯
崎
公
園（
三

段
壁
・
千
畳
敷
）、
阪
田
公
園

問
役
場
観
光
課
公
園
施
設
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
許
可
・
飼
養
登

録
に
つ
い
て

　

愛
が
ん
飼
養
目
的
で
捕
獲
で
き

る
鳥
は
メ
ジ
ロ
の
み
で
、
飼
養
で

き
る
の
は
１
世
帯
１
羽
で
す
。（
４

～
６
月
は
捕
獲
禁
止
で
す
）

問
捕
獲
許
可
に
つ
い
て

　

西
牟
婁
振
興
局
衛
生
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
２
６
ー
７
９
３
４

　

捕
獲
後
の
飼
養
登
録
に
つ
い
て

　

町
役
場
農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

特
定
外
来
生
物（
ア
ラ
イ
グ
マ
）

捕
獲
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て

　

白
浜
町
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
23
年
３
月
末
ま

で
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
の
み
、

わ
な
の
資
格
が
な
く
て
も
、
捕
獲

檻
を
設
置
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
農
林
水
産
課

ま
た
は
日
置
川
事
務
所
産
業
建
設

係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
書

類
作
成
後
実
施
で
き
ま
す
。

　

捕
獲
檻
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ

場
所
に
て
貸
出
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
役
場
農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　
　

☎
４
５
ー
０
０
０
９

　

日
置
川
事
務
所
産
業
建
設
係

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
２
３
０
２

白
浜
町
文
化
公
演
会
の
終
了
に

つ
い
て

　

30
年
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
ま

し
た
「
白
浜
町
文
化
公
演
会
」
は
、

社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
諸
事
情
か

ら
年
々
参
加
者
が
減
少
を
続
け
、

実
行
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、
当

初
の
役
割
は
終
え
た
と
の
結
論
に

至
り
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援

に
感
謝
申
し
上
げ
、
ご
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
白
浜
町
文
化
公
演
会
実
行
委
員
会

　
　
　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０
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国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
す
る

制
度
で
す
。
学
生
で
あ
っ
て
も
保

険
料
の
納
付
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と

納
付
す
る
こ
と
は
、
老
後
の
年
金

受
給
権
を
確
保
す
る
だ
け
で
な

く
、
在
学
中
に
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

り
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め

の
備
え
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
に
学
生
の
方
は
、
収
入
が

な
い
か
、
そ
の
額
が
低
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
前
年
度
の

所
得
が
一
定
以
下
の
学
生
の
方

が
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

20
歳
を
迎
え
た
と
き
や
、
４
月

に
な
っ
た
ら
、
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
確
認
書

類
と
し
て
、
在
学
証
明
書
や
学
生

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
前
年
度
よ
り
引
き
続
き
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用
さ
れ
る
方

　

平
成
21
年
度
に
学
生
納
付
特
例

制
度
に
よ
り
保
険
料
納
付
を
猶
予

さ
れ
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き

平
成
22
年
度
も
在
学
予
定
の
方
に

は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
申
請
は
が

き
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
申
請
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
す
れ
ば
、
平
成
22

年
度
も
在
学
証
明
書
や
学
生
証
の

写
し
を
添
付
す
る
こ
と
な
く
学
生

納
付
特
例
申
請
を
行
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
在
学
さ
れ
る
学
校
等

に
変
更
の
あ
る
方
な
ど
は
、
改
め

て
在
学
の
事
実
等
に
つ
い
て
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
の
申

請
は
が
き
を
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
申
請
は
が
き
は
平
成
22
年
４
月

中
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
度
の
申
請
時
期
が
平

成
22
年
２
月
以
降
の
方
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
の
申
請
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。　

◆
学
生
納
付
特
例
期
間
の
年
金
に

つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間

は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資

格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

肝
機
能
障
害
が
身
体
障
害
者
認

定
の
対
象
と
な
り
ま
し
た

　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
肝
機
能

障
害
の
中
で
も
治
療
に
よ
る
症
状

の
改
善
が
見
込
め
ず
回
復
困
難
と

な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
身

体
障
害
の
対
象
と
し
て
身
体
障
害

者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
肝
機
能
障
害
を
治
療
す

る
た
め
の
肝
臓
移
植
や
こ
れ
に
伴

う
医
療
に
つ
い
て
、
自
立
支
援
医

療
（
更
正
医
療
・
育
成
医
療
）
の

対
象
と
な
り
ま
す
。（
既
に
肝
臓

移
植
を
行
っ
た
方
も
、
身
体
障
害

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。）

　

平
成
22
年
２
月
よ
り
申
請
受
付

が
始
ま
り
ま
す
。
認
定
に
は
身
体
障

害
者
福
祉
法
第
15
条
指
定
医
に
よ

る
診
断
が
必
要
で
す
。
近
隣
の
指
定

医
療
機
関
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
南
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
・
紀

南
病
院
・
田
辺
中
央
病
院
・
三
谷

医
院

問
役
場
民
生
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
７
０
２

子
育
て
講
演
会

　

子
育
て
中
の
ご
家
庭
を
対
象
と

し
た
講
演
会
で
す
。
子
ど
も
と
と

も
に
育
ち
あ
っ
て
い
く
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

◆
講
演

「
あ
き
ら
め
な
い　

あ
き
ら
め
さ

せ
な
い
」

～
白
浜
レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
活
動
を
通
じ
て
考
え
る
子
育

て
～　

◆
講
師

　

白
浜
バ
プ
テ
ス
ト
・
キ
リ
ス
ト

教
会
牧
師
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
浜
レ
ス

キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
藪
庸
一
氏

◆
日
時　

　

３
月
14
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

◆
会
場　

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー

◆
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

※
一
時
保
育
あ
り
（
定
員
あ
り
）

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

―

国
民
年
金
に
つ
い
て―

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

有料広告募集中有料広告募集中
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住
所
変
更
等
の
届
出
は
期
間
内

に
！

　

住
民
票
は
、
住
居
証
明
、
印
鑑

登
録
な
ど
日
常
生
活
と
密
接
な
関

係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
動
や
変

更
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
必
ず
期

間
内
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
転
入
届
・
転
居
届　

新
し
い
住

所
へ
引
越
し
し
て
か
ら
14
日
以
内

に
届
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
入

届
に
は
前
住
所
地
で
発
行
し
た

「
転
出
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

◆
転
出
届　

他
の
市
区
町
村
へ

引
っ
越
す
と
き
は
、
転
出
予
定
日

を
含
む
前
後
14
日
以
内
に
転
出
届

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
世
帯
変
更
届　

世
帯
に
変
更
が

あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
届
出

く
だ
さ
い
。

問
役
場
民
生
課
住
民
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
５

健
康
成
人
も
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す

　

白
浜
町
で
は
費
用
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯
お

よ
び
町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
健
康
成
人
（
19
～
64
歳
）
の
方

に
接
種
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

【
費　

用
】　

３
，
６
０
０
円

【
助
成
を
受
け
る
に
は
】

◆
償
還
払
い
（
後
払
い
）

＊
町
外
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
受
託
医

療
機
関
で
接
種
さ
れ
た
方

＊
助
成
券
な
し
に
接
種
さ
れ
た
方

○
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
、
通
帳(

口
座
確
認
が
で
き

る
も
の)
、
予
防
接
種
済
証
、
領

収
書

　

後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
お

振
込
み
し
ま
す
。

◆
助
成
券

　

町
内
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
受
託
医

療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
に
助

成
券
を
発
行
し
ま
す
。

　

予
約
後
、
役
場
受
付
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
発
行
に
は
10

日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
）

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

◆
受
付
窓
口

　

役
場
民
生
課
医
療
保
険
係
・
健

　

康
増
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

富
田
事
務
所
・
日
置
川
事
務
所

※
代
理
の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
。

問
役
場
民
生
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　

(

保
健
セ
ン
タ
ー
内)

 　
　
　
　

☎
４
３
ー
０
１
７
８

平
成
22
年
度
白
浜
町
入
学
就
学

奨
励
金
の
申
請
受
付
に
つ
い
て

　

こ
の
制
度
は
、
白
浜
町
に
住
所

を
有
す
る
生
活
困
窮
世
帯
（
生
活

保
護
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
家

庭
）
の
高
校
生
に
教
育
の
機
会
を

均
等
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
予
算
の

範
囲
内
で
奨
励
金
を
支
給
す
る
制

度
で
す
。

　

手
続
き
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

◆
申
請
方
法　

　

必
要
書
類
を
整
え
、
地
区
民
生

児
童
委
員
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
は
民
生
児
童
委
員
の

所
見
が
必
要
で
す
。
民
生
児
童
委

員
を
経
由
し
て
教
育
委
員
会
へ
提

出
さ
れ
ま
す
。

◆
提
出
書
類

　

①
交
付
認
定
申
請
書

　

②
収
入
申
告
書

　

③
給
与
等
証
明
書

　

④
同
居
し
て
い
る
方
の
収
入
証

　
　

明
書

　

⑤
調
査
に
関
す
る
同
意
書

　

⑥
振
り
込
み
口
座
依
頼
書

　

⑦
家
賃
・
地
代
証
明
書

　

⑧
在
学
証
明
書　

等

※
申
請
書
類
は
、
白
浜
町
教
育
委

員
会
お
よ
び
日
置
川
教
育
事
務
所

に
備
え
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
間　

　

４
月
１
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

問
白
浜
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

総
務
学
事
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０

学
校
給
食
調
理
員
の
募
集

　

調
理
員
の
登
録
を
し
て
い
た
だ

き
、
常
勤
調
理
員
が
休
暇
取
得
等

の
際
に
、
代
替
と
し
勤
務
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
申
込
方
法

　

必
要
書
類
を
そ
ろ
え
、
白
浜
町

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
募
集
人
数　

若
干
名

◆
年
齢　

45
歳
く
ら
い
ま
で
の
方

◆
通
勤

　

町
内
の
各
小
学
校
お
よ
び
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
勤
務
で
き
る
方

　
（
条
件
に
よ
り
通
勤
手
当
の
支

給
あ
り
）

◆
提
出
書
類

・
履
歴
書
（
顔
写
真
付
の
も
の
）

・
調
理
師
免
許
証
の
写
し

　
（
免
許
を
有
す
る
場
合
）

問
白
浜
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

総
務
学
事
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
５
８
３
０

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
か
ら
の
お

知
ら
せ

　

農
業
共
済
は
、
風
水
害
、
冷
害

お
よ
び
干
害
等
の
自
然
災
害
や
病

害
虫
な
ど
に
よ
っ
て
受
け
た
損
失

を
補
償
す
る
公
的
保
険
制
度
で
、

掛
金
の
半
額
を
国
が
負
担
し
ま
す
。

　

農
業
経
営
の
安
定
化
、
災
害
へ

の
備
え
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

・
果
樹
共
済
…
６
月
30
日
（
水
）

ま
で

・
園
芸
施
設
共
済
…
随
時

問
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ん
ぶ
本
所
事
業
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
０
８
３
３

お
詫
び
と
訂
正
（
広
報
し
ら
は
ま
２
月
号
６
ペ
ー
ジ
）

　
「
町
の
人
口
と
世
帯
」
で
女
１
２
，
６
５
０
人
と
あ
り
ま
す
が
、　

　

正
し
く
は
、

　

女
１
２
，６
４
２
人
と
な
り
ま
す
。　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お知らせ INFORMATION



広報しらはま３月号　12

１  
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

『
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火
の

元　

に
ら
め
っ
子
』

３
月
１
日
（
月
）
～
７
日(

日)

　

全
国
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防

運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防
思

想
の
一
層
の
普
及
を
は
か
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の
発
生
を
減

少
さ
せ
、
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

２  

山
火
事
予
防
運
動

『
消
さ
な
い
で　

小
さ
な
命
の　

帰
る
場
所
』

・
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ

り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
を

し
な
い
こ
と

・
た
き
火
等
火
気
の
使
用
中
は
そ

の
場
所
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完

全
に
消
火
す
る
こ
と

・
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と

・
火
入
れ
を
行
う
際
、
許
可
を
必

ず
受
け
る
こ
と

・
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で

喫
煙
し
、
吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

・
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と

３　

車
両
火
災
予
防
運
動

　

車
両
交
通
の
関
係
者
お
よ
び
利

用
者
の
火
災
予
防
思
想
の
高
揚
を

は
か
り
、
車
両
等
の
火
災
を
予
防

し
、
安
全
な
輸
送
を
確
保
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

消
防
署
で
は
、
町
内
の
事
業
所

に
あ
る
観
光
バ
ス
、
路
線
バ
ス
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
の
防
火
診
断

を
実
施
し
ま
す
。

４　

住
宅
防
火
対
策

　

住
宅
火
災
に
よ
り
、
５
年
連
続

し
て
全
国
で
１
０
０
０
人
を
超
え

る
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
火
災
を
出

さ
な
い
よ
う
心
が
け
、「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
う
自
主
的
な
防
災
活
動
が
必
要

で
す
。
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓

練
等
に
積
極
的
に
参
加
し
、
安
全

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

○
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置

す
る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る
。

白
浜
町
消
防
本
部
で
は
４
月
か

ら
定
期
救
命
講
習
を
開
催
し
ま

す
！

　

心
肺
蘇
生
法
や
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な

ど
、実
技
中
心
の
３
時
間
の
講
習
で
、

受
講
修
了
者
に
は
「
普
通
救
命
講
習

修
了
証
」
を
交
付
し
ま
す
。

◆
日
程

・
４
月 

４
日
（
日
）　

９
時
～

　

会
場
…
白
浜
町
消
防
本
部

・
４
月 

５
日
（
月
）　

９
時
～

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

・
４
月
18
日
（
日
）　

９
時
～

　

会
場
…
す
さ
み
町
総
合
防
災
セ

ン
タ
ー

※
地
震
等
災
害
が
発
生
も
し
く
は

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
時
、
当

日
の
講
習
は
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◆
受
付
期
間　

開
催
期
日
２
日
前

◆
定
員　

30
名
（
先
着
順
）

※
す
さ
み
署
は
20
名
程
度

　

お
申
し
込
み
は
各
消
防
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
白
浜
署　
　

℡
４
３
ー
０
１
１
９

・
日
置
川
署　

℡
５
２
ー
３
０
６
１

・
す
さ
み
署　

℡
５
５
ー
２
２
３
７

平
成
22
年
度
国
税
専
門
官
採
用

試
験
の
ご
案
内

◆
受
験
資
格

①
昭
和
56
年
４
月
２
日
～
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
方
で
次
に
掲
げ
る
方

・
大
学
を
卒
業
し
た
方
お
よ
び
平

成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
方

・
人
事
院
が
右
記
に
掲
げ
る
方
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
受
験
申
込
受
付
期
間

　

４
月
１
日
（
木
）
～
14
日
（
水
）

◆
試
験
日

・
第
１
次
試
験　

６
月
13
日
（
日
）

・
第
２
次
試
験
（
予
定
）

　

７
月
20
日
（
火
）
～
27
日
（
火
）

問
田
辺
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
２
ー
１
２
５
０

「
マ
ル
経
融
資
（
経
営
改
善
貸

付
）」
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

融
資
制
度
の
お
知
ら
せ

　

商
工
会
で
経
営
指
導
を
受
け
て

い
る
小
規
模
事
業
者
の
方
が
、
経

営
改
善
に
必
要
な
資
金
を
無
担

保
・
無
保
証
人
で
利
用
で
き
る
制

度
で
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

　

白
浜
町
内
で
１
年
以
上
営
業

し
、
原
則
と
し
て
６
カ
月
以
上
商

工
会
の
経
営
指
導
を
受
け
て
お

り
、
か
つ
融
資
対
象
業
種
を
営
ん

で
い
る
方

◆
融
資
限
度
額

　

１
，
５
０
０
万
円
以
内

◆
利
率　

１
．
８
５
％

　
　
　
　
　
（
２
月
10
日
現
在
）

　

審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
白
浜
町
商
工
会

平
成
22
年 

白
浜
消
防
本
部
春
季
火
災
予
防
運
動

お知らせ INFORMATION
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☎
４
２
ー
４
６
８
６

　

日
置
川
町
商
工
会

　
　
　
　
　

☎
５
２
ー
３
５
９
２

小
規
模
事
業
者
等
貸
付
利
子
補

給
制
度

　

白
浜
町
商
工
会
ま
た
は
日
置
川

町
商
工
会
が
取
り
扱
っ
た
経
営
改

善
等
の
た
め
の
資
金
の
融
資
を
受

け
た
方
に
対
し
、
町
が
当
該
融
資

に
係
る
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る

制
度
で
す
。
利
子
補
給
の
額
は
、

制
度
融
資
に
よ
る
融
資
額
を
限
度

と
し
、
利
子
補
給
率
は
年
１
％
以

内
と
し
ま
す
。
な
お
、
交
付
期
間

は
３
年
以
内
で
す
。
申
請
は
、
商

工
会
を
経
由
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
利
子
補
給
の
対
象
と
な
る
融
資

　
（
株
）
日
本
政
策
金
融
公
庫
の

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
貸

付
お
よ
び
生
活
衛
生
関
係
営
業
経

営
改
善
資
金
特
別
貸
付

◆
利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
方

　

融
資
を
受
け
、
次
の
要
件
を
全

て
備
え
て
い
る
方

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

町
内
の
事
業
所
で
同
一
事
業
を
引

き
続
き
１
年
以
上
営
む
方
ま
た
は

町
内
に
本
店
を
有
す
る
法
人
で
同

一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以
上
営

む
方

・
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
、

対
象
と
な
る
融
資
制
度
に
よ
る
融

資
を
受
け
た
方

・
町
税
を
完
納
し
て
い
る
方

問
役
場
観
光
課
観
光
商
工
係

　
　
　
　
　

☎
４
３
ー
６
５
８
８

ビ
ル
陰
等
の
共
同
受
信
施
設
の
地

デ
ジ
化
助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

総
務
省
で
は
、
ビ
ル
陰
等
の
受

信
障
害
対
策
用
の
共
同
受
信
施
設

（
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
）
に

お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

を
促
進
す
る
た
め
、
平
成
21
年
度

か
ら
受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設
の

デ
ジ
タ
ル
化
改
修
等
に
関
す
る
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、
助
成
金
の
対
象
を
新
た
に

拡
充
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
す

る
た
め
の
費
用
は
自
己
負
担
で
実

施
す
る
こ
と
が
基
本
で
す
が
、
建

造
物
等
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信
施
設

で
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応

の
た
め
の
経
費
負
担
が
過
重
と
な

る
場
合
が
あ
る
た
め
、
そ
の
一
部

を
国
が
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
改
修
工
事
を

実
施
す
る
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

・
対
象　

受
信
障
害
対
策
共
聴
施
設

の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
に
係
る
経
費

・
助
成
額　

経
費
の
２
分
の
１

・
助
成
開
始　

２
月
１
日
か
ら

問
デ
ジ
サ
ポ
和
歌
山
助
成
金
相
談

窓
口

☎
０
７
３
ー
４
２
６
ー
２
６
７
５

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促

進
お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た

め
、
振
興
局
に
配
置
さ
れ
た
相
談

員
）
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人

情
報
や
情
報
誌
を
持
参
し
て
、
職

業
の
相
談
を
受
け
ま
す
。
予
約
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
３
月
５
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
３
月
17
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
中
央
公
民
館

問
西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課　

☎
２
６
ー
７
９
４
７

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◆
３
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

◆
３
月
17
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
川
添
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
合
同
相
談
で
す
。

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
３
月
８
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

◆
３
月
11
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
川
添
活
性
化
支
援
セ
ン

タ
ー

◆
３
月
23
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
社
会
福
祉
協
議

会
本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

「
わ
か
や
ま
元
気
企
業
就
職
説

明
会
」
の
開
催

　

企
業
面
談
ブ
ー
ス
や
職
業
相
談

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。
企
業
の

採
用
担
当
者
と
も
直
接
お
話
で
き

ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。

　

ま
た
、
企
業
の
採
用
担
当
者
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
、
講
師
に
よ
る
「
表
現
力
ア
ッ

プ
！
面
接
に
強
く
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
も
同
時

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
原
則
予
約
制
で

す
。

　

詳
し
く
は
左
記
お
問
い
合
わ
せ

先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
３
月
４
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　

会
場
…
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
ハ
ナ

ヨ
（
ハ
ナ
ヨ
ア
リ
ー
ナ
）　

問
和
歌
山
県
若
年
者
就
職
支
援
セ

ン
タ
ー　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
わ
か
や
ま

☎
０
９
０
ー
３
９
６
９
ー
６
４
２
２

お知らせ INFORMATION



広報しらはま３月号　14

～世紀（とき）を超えて
　　　　　　　１０年後にメッセージ～

センチュリータイムレターをお届けしました
　この事業は、平成１２年に旧白浜町が、町制施行６０周年記念事業の一環
として、１０年後の自分自身や家族、友人にあて、夢や決意、メッセージを
送ることを目的に「センチュ
リータイムレター」として実
施していたもので、１０年間、
白浜町役場で大切に保管し、
このほど返送期日となる３月
１日に１４６人の方に、２０
世紀から２１世紀へ世紀を超
えて返送いたしました。

第４回白浜町駅伝大会
　１月１７日、白浜町体育協会主催による第
４回白浜町駅伝大会が開催され、男子１３チ
ーム・女子１３チームが日置川沿いのコース
を走りました。
　男子は６区間（19.2㎞）・女子は５区間（9.6
㎞）をチーム一丸となってタスキをつなぎま
した。

（敬称略）

部門 優　勝 準優勝 ３位

中学生
男子 富田中駅伝部 日置中 富田中サッカー部Ａ

女子 富田中駅伝部 富田中陸上部 三舞中

一般
男子 リバーサイド 宙 大 と ゆ か い な

仲間たち 玉伝会

女子 ファイヤーレディース Ｍ－ＳＡＭＥ ＨＡＭＭＹ

区間
中学生の部 一般の部

男子 女子 男子 女子

１区 山崎　　聡
( 富田中駅伝部 )

榎本　未来
( 富田中駅伝部 )

高田　幸朗
（玉伝会）

浦　　　文
( 本のいえ )

２区 那須　皐介
( 富田中駅伝部 )

川本　和佳
( 富田中駅伝部 )

中原　貴生
（リバーサイド）

場谷　　孝
( ﾌｧｲﾔｰﾚﾃﾞｨｰｽ )

３区 福田　一貴
( 富田中駅伝部 )

高橋　礼華
( 富田中駅伝部 )

金本　速人
（リバーサイド）

上田　宏子
( ﾌｧｲﾔｰﾚﾃﾞｨｰｽ )

４区 出口　晴道
( 富田中駅伝部 )

西川　彩
( 富田中駅伝部 )

倉谷　一寿
（リバーサイド）

稲葉　静香
( Ｍ－ＳＡＭＥ )

５区 河野　直也
( 日置中学校 )

高橋　郁美
( 富田中駅伝部 )

生本　一貴
（安居青年団Ｂ）

松場　晃代
( ＨＡＭＭＹ )

６区 坂東　幹也
( 富田中駅伝部 )

山本　有輝
( リバーサイド )

【上位３チーム】

【区間賞】

　１月１４日、日置小学校をメイン会場に日置川地域小学校４
校の合同マラソン大会が、寒空の中開催され、１８４人の児童
が参加しました。
　５・６年生は１８００ｍ、３・４年生は１５００ｍ、１・２
年生は８００ｍを、沿道から保護者や地域の方たちの大きな声
援を受けながら元気いっぱい走りました。
　表彰式では、日置川地域体育振興協議会より賞状とメダルが
贈られ、入賞した児童がうれしそうに受け取っていました。

日置川地域小学校マラソン大会
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トップアスリート派遣指導事業  陸上教室を開催
～町立安宅小学校で金

きん

哲
てつ

彦
ひこ

さんが指導～

　１月２８日白浜町教育委員会では、町立安宅小学校で千葉県佐
倉市の地域総合型クラブ「ニッポンランナーズ」理事長で日本陸
上競技連盟の長距離・ロード特別対策委員会情報戦略部委員の金
哲彦さんを講師に招き陸上教室を開催しました。
　同校では、３０年近く前から毎朝、全校児童参加のランニング
を行っており、今回、専門家から正しい走り方を学び、より効果
的なランニングにしようと、文部科学省と日本体育協会の「トッ
プアスリート派遣指導事業」の実施を希望し、採択されました。
　当日は、あいにくの雨で体育館での開催となりましたが、金さ
んは、講話で走ることの楽しさや体を動かすことのすばらしさについて話され、実技指導では、正しい走り方や
楽に走れる方法等について、わかりやすく丁寧に指導されていました。
　陸上教室終了後には、５・６年生と一緒に給食を食べ、交流を深めました。
　児童らは、「今日はとても楽しかった」「また、この教室をうけたい」「ランニングがもっと楽しくなった」と
大喜びで話していました。

公営住宅入居募集

◆入居可能日　４月中旬　　　◆募集期間　　３月１日（月）～１９日（金）
◆抽選日　　　３月２６日（金）　一般向住宅　午前９時３０分～
※入居時には敷金が必要です。　　※家賃のほかに、共益費が必要です。
■お申し込み・お問い合わせ　役場建設課都市計画係（℡４３－６５８９）
　　　　　　　　　　　　　　役場日置川事務所産業建設係（℡５２－２３０２）

【一般向住宅募集内容】

団地名 建設年度 住　　所 募集 構　造
戸数 間取り・面積

玉伝団地 平成６年度 白浜町玉伝２９番地の１ １戸 木造２階建
３ＤＫ・７４．５㎡

玉伝団地 平成５年度 白浜町玉伝２９番地の１ １戸 木造２階建
３ＤＫ・７４．９㎡

市鹿野団地 平成 2 年度 白浜町市鹿野１１０２番地 １戸 木造２階建
３ＤＫ・７０．３㎡

　１月２３日、白浜町内ノ川の林翁寺において、文化財防火デー
（１月２６日）にともなう文化財防火訓練を実施しました。
　文化財防火デーは、昭和２４年に現存する世界最古の木造建築で
ある奈良県の法隆寺金堂ならびに壁画が焼失したことから、貴重な
文化財を火事や震災などの災害から守るために定められました。
　あいにくの寒空の下でしたが、地元区民や文化財保護審議会委員
などの多くの参加があり、白浜町消防本部、消防団第９分団の協力
のもと、バケツリレー訓練や放水訓練、消火器の取り扱い訓練をお
こない、文化財に対する防災意識を高めることができました。

第５６回文化財防火デー防火訓練



広報しらはま３月号　16

西富田クリニック（℡ 45-3600） 日置診療所（℡ 52-2002）

（
財
）
白
浜
医
療
福
祉
財
団

白
浜
は
ま
ゆ
う
病
院

健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
民
生
課
健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

医療機関名 問い合わせ先
（電話番号）

乳がん 子宮がん
（頸部のみ）

子宮がん
（頸部と体部）

1,100 円 800 円 1,200 円 1,800 円
40 ～ 49 歳

（マンモ2方向）
５０歳以上

（マンモ１方向） ２０歳以上

白浜はまゆう病院 ４３－７８７７ ○ ○

南和歌山医療センター ２６－７０５０ ○ ○
玉置病院 ２２－６０２８ ○
紀南病院 ２２－５０００ ○ ○
上富田クリニック ４７－１１００ ○
堀川産婦人科医院 ２２－１９５１ ○
榎本産婦人科 ２２－００１９ ○
レディースクリニック
ばんどう ２５－０９２９ ○

　子宮がん検診は２０歳以上、乳がん検診は４０歳以上の方が対象です。平成２１年度は、今
年度中（平成２２年３月３１日まで）に偶数年齢になられる方が対象になります。
※今年度より、子宮がん検診、乳がん検診とも奇数年齢になられる方で前回の受診から３年以
上経過する方（平成２０年度未受診の方）も受診できます。
　受診を希望される方は、受診券を発行しますので健康増進係までご連絡ください。事前に直
接、受診希望の医療機関へお問い合わせの上、受診券をお持ちになり受診してください。

検診を受けましょう！

　平成２１年度中に対象となる検診についてお知らせします。白浜町に住民登録されている方

で、まだ一度も受診されていない方はこの機会にぜひ、受診しましょう。

～婦人科検診（子宮がん検診・乳がん検診）について～

実施医療機関と検診料

※子宮頚がん検診、乳がん検診の無料クーポン券（対象者には平成２１年９月下旬にクーポン券
を郵送しています）をお持ちの方でまだ、受診されていない方もぜひこの機会に検診を受けてく
ださい。クーポン券の有効期限は平成２２年３月３１日です。
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白浜はまゆう病院　診療担当表 受付：℡ 0739-43-7880　　代表：0739-43-6200

行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

　３月　３日（水） 13：00 ～ 13：10  中央保健センター
 ２歳６か月児相談
 ( 全町 ) 平成 19 年 8 月生

　３月　４日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診

（ 白浜地域 ）平成 18 年 8 月生

　３月１６日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 4 月生

　３月１８日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 11 月生

　３月１９日（金） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 7・8 月生

予防接種

　３月　２日（火） 12：00 ～ 12：20  農業研修会館  三種混合予防接種

　３月　５日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　３月　８日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　３月１１日（木） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  三種混合予防接種

　３月１２日（金） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  三種混合予防接種

　３月１５日（月） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＭＲ予防接種

　３月１７日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

　３月２３日（火） 12：30 ～ 12：50  日置川拠点公民館  ＭＲ予防接種

栄養相談
　３月　１日（月）

※次回４月５日
  9：00 ～ 12：00

 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

※ 22 日は 23 日に振替
 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。
 ※４月からは１３時～１５時に変更
 しま す。

ストレッチ体操 毎週月曜日  13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動 毎月第１日曜日
 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地 区に設
定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

子育て支援室 　３月　３日（水）  10：00 ～ 12：00  日置保育園
 子育てに関する相談など保健師が応
 じますのでお気軽にお越しください。

ファミリークラス
   ３月　７日（日）

※次回 7 月 4 日
 13：00 ～ 13：10  中央保健センター

 妊婦さんと、育児に関わるお父さん
 や家族の方も一緒に参加ください。

３
月
の
予
定
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

　平成 21 年度　赤い羽根共同募金　歳末たすけあい募金に

　　　　　ご協力ありがとうございました。
　　　～共同募金は皆さんが住むまちの福祉活動に使われています～
　昨年 10 月 1 日から 12 月末日までの 3 カ月間にわたりご協力いただきました「平成 21 年度共同募金運動」では、町
民の皆さんから温かいご協力を賜わり誠にありがとうございました。
　また、大変お忙しいところ募金活動にご尽力いただきました福祉委員の皆さん、町内会・区会の班長さん、役員さん、
本当にご苦労さまでした。白浜町における募金結果ならびに配分結果についてご報告します。

　　　　　　　　赤い羽根共同募金　　　　　募金総額　　3,158,075 円   
　ご協力いただいた募金は、すべて和歌山県共同募金会へ送金しました。次年度（平成２２年度）に、社会福祉協議会を
はじめとする民間社会福祉事業のために配分されます。

　　　　　　　　歳末たすけあい募金　　　　募金総額　　2,939,113 円
　ご協力いただきました募金は下記の活動に活用させていただきました。

　残金 614,425 円は次年度（平成 22 年度）の社会福祉協議会が行う地域福祉活動（現計画では敬老会）に活用させてい
ただきます。

募金の種類 募　金　額

戸別募金 2,601,944 円
街頭募金 114,442 円
事業所（法人）募金 341,500 円
学校募金 66,089 円
職域募金 8,380 円
募金箱の設置　他 25,720 円

事　　業　　名 内　　　　容 配分額 件　数

歳末支援金配分事業 支援を必要とする世帯に配分。 771,000 円 93 件

団体組織支援事業 町内福祉団体（4団体）、施設（3施設）に配分。 670,688 円 7 件

寝たきり老人見舞品

贈呈事業
寝たきり老人を対象に見舞い品を贈呈。 151,200 円 85 件

おせち料理配食事業 食事作りが困難な世帯へおせち料理を配食。 222,000 円 56 件

福祉映画会 白浜会館にて「犬と私の 10 の約束」を上映 509,800 円 約 200 人
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日 程 内　　容 会　　場

3/1 弁 護 士 青少年研修センター

3/8 人　　権 本部事務所

3/15 司法書士 本部事務所

3/23 一　　般 本部事務所

3/29 一　　般 青少年研修センター

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

3/5 弁 護 士 高齢者生活福祉センター 

3/10 一　　般 み　ま　い　荘  

3/17 人　　権 川添山村活性化支援センター 

3/24 多重債務 高齢者生活福祉センター  

福 祉 相 談 所 設 置 日 程

【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

　
　

栄　
　
　
　

小 

谷　

伸 

一　
　

様

　

湯　

崎　
　
　

大 

谷　
　

浩 　
　

様

　

富　

田　
　
　

廣 

畑　

善 

美　
　

様

　

堅　

田　
　
　

浅 

井　

昌 

男　
　

様

　

安　

宅　
　
　

場 

谷　

克 

義　
　

様

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
22
年
1
月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
、
古
切
手
、
清
拭
布
、

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

  

団
体
会
費
、
賛
助
会
費
ご
協
力
の
お
礼

～
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
会
社
や
団

体
、
町
外
の
方
に
支
え
ら
れ
て
～

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
進
め
る
地
域

福
祉
活
動
は
町
内
の
皆
さ
ん
の
会
費
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ご
協
力
い
た
だ
い
た
会
費
、
町
内
外
の
会

社
や
団
体
に
よ
る
団
体
会
費
、
そ
し
て
町
外

の
方
に
も
賛
助
会
費
と
し
て
活
動
を
支
援
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
活
動
と
は
、
地
域
の
つ
な
が
り

を
つ
く
っ
た
り
、
深
め
た
り
、
広
げ
て
い
く

活
動
で
す
。
そ
の
為
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
地
域
の
集
い
の
場
と
し
て
の
い
き
い
き
サ

ロ
ン
活
動
な
ど
を
薦
め
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

◎多重債務相談も受け付けています。

　

　多重債務の相談受けています！

　社会福祉協議会では、住民の皆さんのよろず相談
事をどんなことでも受け付けていますが、この度町
からの委託を受けて、多重債務についての相談を司
法書士・弁護士等専門職との連携のもと、相談を受
け付け、専門職につないでいく活動を始めました。
　月 1 回の司法書士による相談日を設けることや、
それ以外の日でも、電話相談、面接相談を受け付け
て、必要に応じて専門職を紹介、斡旋することによ
り、多重債務で悩んでいる住民の方々の、課題解決
を支援していこうと言うものです。
　お悩みのことがあれば、社会福祉協議会までお電
話ください。

　電話　４５－２７１１

　気づきを育む　　
　『福祉体験学習』広がっています！

 
◎白浜第二小学校４年生　『手話学習』
　手話で自分の名前を話し、
自己紹介をしたり、歌を歌っ
たりして、聞こえないという
ハンデのある方のことを学習。

◎西富田小学校４年生『視覚障がい者との交流』
　講師の和田さん、中口
さんとゲームや意見交換
を通して、交流を行う。

他にも車イス体験、高齢者疑似体験など体験を通した
福祉学習の取り組みが広がっています。今後も他機関
やボランティア・地域住民の方と協働した福祉体験メ
ニューの充実に取り組んでいきます。
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
サ
ー
ク
ル
】

　
『
彦
左
と
甲
羅
法
師
』（
場
所 

白
浜
地
区 

瀬
戸
）

　

昔
十
九
渕
に
甲
羅
法
師
と
い
う

河
童
が
棲
ん
で
い
た
。

　

大
き
さ
は
子
供
く
ら
い
で
、
体

は
緑
色
。
頭
の
皿
が
濡
れ
て
い
る

と
大
人
顔
負
け
の
力
持
だ
。
今
で

も
カ
ッ
パ
巻
の
名
が
あ
る
よ
う

に
、キ
ュ
ウ
リ
が
大
好
物
だ
っ
た
。

　

浜
に
温
泉
の
流
れ
る
川
が
あ
る

と
聞
い
て
、
瀬
戸
村
の
白
良
浜
に

や
っ
て
き
た
河
童
は
、
大
変
浜
が

気
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
村
の
キ
ュ
ウ
リ
畑
を

荒
ら
し
回
る
の
で
、
村
人
に
は
と

て
も
迷
惑
が
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
こ
で
河
童
は
瀬
戸
村
で
一
番

の
力
持
ち
で
あ
る
彦
左
に
勝
て

ば
、
村
人
は
言
う
こ
と
を
聞
く
だ

ろ
う
と
思
っ
て
、
彦
左
と
相
撲
を

と
る
こ
と
に
し
た
。

　

勝
負
は
な
か
な
か
つ
か
ず
、
そ

の
う
ち
頭
の
皿
が
乾
い
て
き
て
河

童
は
負
け
て
し
ま
っ
た
。

　

彦
左
は
「
白
良
浜
が
黒
く
な
っ

た
り
、
岩
だ
ら
け
の
四
双
の
島
に

松
の
木
が
生
え
る
ま
で
、
二
度
と

浜
へ
は
来
ま
せ
ん
」
と
約
束
さ
せ

て
、
命
を
助
け
て
や
っ
た
。

　

河
童
は
温
泉
の
流
れ
る
白
良
浜

が
大
好
き
だ
っ
た
が
、
キ
ュ
ウ
リ

も
食
べ
た
い
の
で
、
仕
方
な
く
浜

に
墨
を
塗
っ
た
り
、
四
双
島
ま
で

行
っ
て
松
を
植
え
た
り
し
た
け
れ

ど
、
成
功
し
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
以
来
と
う
と
う
河
童
は
白

良
浜
へ
来
な
く
な
っ
た
。

「
こ
の
頃
少
し
白
良
浜
は
黒
く
な

っ
て
き
た
よ
う
じ
ゃ
な
ぁ
」

と
言
い
な
が
ら
、
今
で
も
人
気
の

な
い
夜
の
浜
辺
を
、
河
童
は
こ
っ

そ
り
と
歩
い
て
い
る
か
も
し
れ
な

い
。（
Ｍ
・
Ｙ
）

　

昨
年
４
月
か
ら
開
催
し
て
い
ま

し
た
中
央
公
民
館
の
各
婦
人
学
級

は
、
１
月
を
も
っ
て
平
成
21
年
度

の
事
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
の
開
講
か
ら
毎
月
テ
ー
マ

を
決
め
て
開
催
を
し
て
い
る
も
の

で
、
婦
人
の
課
題
や
趣
味
・
健
康

さ
ざ
な
み
・
椿
・
富
田
各
婦
人
学
級
が
終
了

「
笑
っ
て
健
康
」

　
　

林
家
笑
丸
独
演
会
で

　
　
　
　
　
　

壇
上
に
参
加
者
が
…

　

１
月
27
日
、
農
業
研
修
会
館
で

富
田
地
域
老
人
学
級
事
業
と
し
て

林は
や

家し
や

笑え
み

丸ま
る

さ
ん
の
落
語
と
桂

か
つ
ら

三さ
ん

段だ
ん

さ
ん
の
司
会
を
交
え
て
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
、
例
年
よ
り

少
な
い
70
人
で
し
た
が
、
落
語
家
が

使
う
扇
子
で
う
ど
ん
を
啜す

す

る
仕
草

な
ど
基
本
を
交
え
た
前
振
り
と
思

い
き
や
、
落
語
の
本
題
に
い
つ
の
間

に
か
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
席
目
の
落
語
で
は
、
ほ
う
じ

茶
を
炒い

る
中
で
、
何
人
も
芸
人
が

登
場
し
、
後
ろ
面
踊
り
、
後
ろ
紙

切
り
、
南
京
玉
す
だ
れ
を
本
人
が

演
じ
て
く
れ
、
阪さ

か

本も
と

伝で
ん

右う

衛え

門も
ん

会

長
を
壇
上
に
上
げ
て
横
顔
を
紙
切

り
す
る
サ
ー
ビ
ス
ま
で
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

笑
い
が
絶
え
ず
に
１
時
間
40
分

新
春
囲
碁
・
将
棋
大
会

　
　
　
　
　

鈴
木
さ
ん
が
初
優
勝
を
飾
る

　

中
央
公
民
館
で
は
、
新
春
囲
碁

将
棋
大
会
を
１
月
17
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
囲
碁
参
加
者
が
少
な

く
中
止
と
な
り
、
将
棋
の
み
の
大

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
12
人
の
腕

自
慢
が
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

優
勝
は
鈴
木
哲
さ
ん
、
２
位
、

３
位
は
抽
選
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
１
人
４
回
戦
い
、
勝

率
で
決
す
る
も
の
で
、
対
戦
時
間

は
１
時
間
で
経
過
後
は
30
秒
打
ち

と
な
り
、
時
間
を
気
に
す
る
と
ま

ち
が
っ
た
り
、
時
計
を
押
す
の
を

忘
れ
て
負
け
に
な
る
な
ど
、
対
戦

者
も
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
、
観
戦

者
も
声
を
か
け
ら
れ
ず
に
た
め
息

を
つ
く
姿
が
見
ら
れ
、
優
勢
に
進

め
な
が
ら
の
敗
戦
に
は
肩
を
落
と

し
て
い
ま
し
た
。  

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

優
勝　

鈴す
ず

木き　

哲て
つ

２
位　

小お

幡ば
た　

繁
し
げ
る

３
位　

木き

村む
ら　

和か
ず

浪な
み

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
ど
を
学
習
し
、
３
学
級
の
交
流

を
深
め
る
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
も
開

催
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
、
開
催
予
定
で
す
の

で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

	

が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
楽
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

京
都
へ
行
っ
て
き
ま
し
た

  

～
霊
山
歴
史
館
、
清
水
寺
を
見
学
～

日
置
拠
点
公
民
館
主
催
「
博
物
館
へ
行
こ
う
」

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
は
、
１

月
28
日
に
「
博
物
館
へ
行
こ
う
」

と
題
し
た
企
画
で
京
都
市
に
あ
る

霊
山
博
物
館
と
清
水
寺
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
は
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
し
た
が
、
総
勢
45
人
の
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
唯
一
の
幕
末
明
治
維
新
の

専
門
歴
史
博
物
館
と
し
て
昭
和
45

年
に
開
館
し
た
霊
山
歴
史
館
は
幕

末
に
活
躍
し
た
志
士
な
ど
の
史
料

が
多
数
収
め
ら
れ
て
お
り
、
折
か

ら
の
坂
本
龍
馬
ブ
ー
ム
も
あ
っ

て
、
休
日
に
は
千
人
を
超
え
る
盛

況
ぶ
り
と
の
こ
と
で
、
参
加
者
も

興
味
深
そ
う
に
展
示
品
を
見
学
し

て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
館
見
学
後
は
修
学
旅
行
等

で
な
じ
み
深
い
清
水
寺
と
周
辺
の

自
由
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

清
水
寺
ま
で
続
く
二
年
坂,

、

三
年
坂
に
は
道
脇
に
京
情
緒
あ
ふ

れ
る
土
産
物
店
や
食
事
処
が
並
ん

で
お
り
、
歩
い
て
い
る
だ
け
で
華

や
か
な
京
都
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
市
鹿
野
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た

　

１
月
24
日
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
の
共
催

で
毎
年
恒
例
の
「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ

ン
グ
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
方
、
児
童
、
保
護

者
や
先
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
約
60
人
が
参
加
し
て
宇
津
木

か
ら
市
鹿
野
間
の
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

を
中
心
に
拾
い
集
め
、
分
別
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
物
も
数
多
く
あ
り
、

こ
の
日
集
め
た
ゴ
ミ
は
重
量
５
２

０
㎏
に
上
り
ま
し
た
。

　

作
業
が
終
わ
っ
た
後
は
、
全
員

で
温
か
い
ぜ
ん
ざ
い
に
舌
鼓
を
打

ち
、「
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
」

は
終
了
し
ま
し
た
。

 
爆
笑
!!
「
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
～
滝
家
庭
学
級
～

　

１
月
26
日
、
滝
家
庭
学
級
の
１

月
講
座
が
開
催
さ
れ
、
講
師
に
白

浜
町
中
央
公
民
館
の
岩い

わ

上が
み

守
ま
も
る

館

長
を
招
い
て
、「
室
内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
や
バ
カ
ら
し

く
も
楽
し
い
ゲ
ー
ム
、
小
道
具
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
等
が
岩
上
館
長
の

テ
ン
ポ
の
良
い
進
行
に
よ
っ
て
進

み
、
会
場
は
笑
い
声
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

公
民
館
を
訪
問

　

２
月
３
日
に
日
置
小
学
校
６
年

生
が「
日
置
の
町
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

作
成
の
取
材
の
た
め
、
４
日
に
は

安
宅
小
学
校
３
年
生
が
昔
の
道
具

（
民
具
）
の
勉
強
の
た
め
に
拠
点

公
民
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
取
材
で
は
リ

バ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
や
文
化
祭

の
行
事
内
容
に
つ
い
て
い
く
つ
か

質
問
を
行
い
、
民
具
の
勉
強
で
は

職
員
に
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
熱

心
に
帳
面
に
書
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。
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～～じどうかん教室紹介～～

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　チューリップのつぼみがふくらんでいます。
　図書館へ初めて来られた方の中に「本

を借りるのはいくらですか？」と聞かれ

ることがあります。

　図書館は、赤ちゃんからおじいちゃん、

おばあちゃんまで、無料で利用できる施設です。簡単な

手続きで、その時から本が借りることができ、もちろん、

雑誌を読んだり、ゆっくりしていただくこともできます。

　どうぞ、お気軽にお立ち寄りください。

　　　　　　　　　３月の行事

　☆お楽しみ会　　　　　　　
　　富田分室　３月６日（土）午後１時３０分～
　　本　　館　３月７日（日）午後１時３０分～
　☆おはなし玉手箱
　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　３月６日（本館のみ）・１３日・２０日・２７日
　　＊６日は “ お楽しみ会 ” 開催のため富田分室は
　　　お休みです。
　☆巡回図書
　　３月１０日（水）北富田小学校
　☆しらはま子どもの本の会例会
　　３月１８日（木）　午前１０時～　 本館
     　テキスト「若草物語」オルコット 著
　　　＊テキストは本館においてあります。

白浜町図書館検討委員会

　１月２７日、第３回図書館検討委員会が
　開催され、施設・職員・資料など新しい
　図書館の根幹となる『白浜町立図書
　館基本計画』　の策定に取り組むこと
　になりました。

「木工教室」カレンダーづくり

　１月２３日に開催した「木をつかって工作をしよう」
では、木を使ってカレンダーづくりをしました。
　のこぎりで木を切ったり、かなづちでくぎを打ったり、
みんな一生懸命！
　はじめて道具を
使う子どもたちも、
先生に教えてもら
い な が ら、 上 手 に
できました。
　このカレンダー
は、数字板を入れ替えれば、何年でも使えるものなので、
思い出の作品になってくれたらと思います。

「自然観察教室」バードウォッチング

　２月６日、雪がちらちら舞い散る寒空のもと、冬の野
鳥観察を行いました。
　鳥は物音にとても敏感なので、子どもたちは、逃げら
れないように鳥の近くにそっと寄っていき、双眼鏡の穴
をのぞきこむように
じっとながめていま
した。
　時には嬉しくて、

「見つけた！」と思
わず大声で叫んでし
まい、鳥たちが逃げ
ていくという残念なこともありましたが、今回１３種類
の野鳥を観察することができました。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

【白浜町堅田　在住】

 森
もり

山
やま

　陽
はる

斗
と

くん　　（平成１９年２月２５日生）

 

　　　　　（パパ・ママ メッセージ）

　　　　　明るく元気に育ってね！

　　
　　　　　　　　　　父　裕

ゆう

司
じ

さん・母　和
かず

美
み

さん

『わがやのスター』募集中！

（詳しくは、役場総務課広報担当まで）

わがやのスター

円
月
俳
句
会

　

パ
ン
焦
す
朝
の
厨

く
る
あ

や
初
嵐　
　
　
　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

初
詣
太
き
鈴
の
緒
重
か
り
し　
　
　
　
　

か
め
乃の

　

毛
糸
編
む
展
示
作
品
巧
み
な
り　
　
　
　

常つ
ね

代よ　
　

　

つ
っ
と
轉こ

ろ

び
上
が
ら
ぬ
腕
や
去こ

年ぞ

今こ

年と
し　

榮
さ
か
え　

　

　

新
築
の
家
で
伊
勢
講
盛
り
上
り　
　
　
　

ま
さ
恵え

　

暖
冬
に
な
れ
て
今
年
の
寒
さ
か
な　
　
　

て
る

　

老
い
た
り
や
着
替
ひ
ま
ど
り
着
膨
れ
て　

葉よ
う

子こ

　

除
夜
の
鐘
善
男
善
女
照
ら
す
月　
　
　
　

美み

代よ

枝え

　
椿
園
湯
の
花
句
会

　

伊
勢
海
老
の
お
ど
り
て
園
の
祝
ひ
膳　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

雲
影
の
時
々
過
ぎ
る
紅
葉
山　
　
　
　

鳥と
り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し

　

寒
ゆ
る
む
日
も
あ
り
鳶
高
く
舞
ふ　
　

伊い

藤と
う

み
き

　

十
日
戎
少
し
の
福
を
と
牛
を
合
す　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

し
み
じ
み
と
生
き
る
よ
ろ
こ
び
年
の
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

冬
紅
葉
残
し
て
風
の
吹
き
去
り
し　
　

谷た
に

本も
と

忠た
だ

義よ
し

山
蕗
句
会

年
の
豆
撒
く
は
八や

十そ

路じ

の
女
か
な　
　
　
　

道み
ち

子こ

上
昇
の
飛
機
の
轟ご

う

音お
ん

冴
え
返
る　
　
　
　
　

た
つ
え

祖
母
の
膝
孫
の
ね
む
り
て
日
脚
伸
ぶ　
　
　

よ
し
お

カ
ー
テ
ン
に
鳥
か
げ
お
ど
る
冬
至
か
な　
　

流
り
ゅ
う

行こ
う

吾
が
里
の
末す

黒ぐ
ろ

の
土
手
に
囲
ま
れ
て　
　
　

守も
り

一か
ず

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。



広
報
し
ら
は
ま 

３
月
号
№ 49

■
編
集
・
発
行

　

白
浜
町 

総
務
課　

℡
０
７
３
９
・
４
３
・
５
５
５
５
（
代
）

　

〒
６
４
９
ー
２
２
１
１　

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
白
浜
町
１
６
０
０
番
地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

　今年度、県教育委員会からランドマーク事業の拠点

校（中学校県下６校）の指定を受け、生徒の市民性を育

成するためにさまざまな教育活動に取り組んでいます。

　市民性を育てる教育には「自立」・「共生」「社会参

加」の３つ要素があり、これらを学習のねらいとしな

がら、地域共育コミュニティ推進に向けてのこれまで

の諸活動を基盤にして、今年度、活動を実施してきま

した。一部を紹介します。

１. 中学校体験学習

  校区内の５小学校の６年生を本校に招き、「富中」を

体験してもらう行事で、今年度で３回目となりました。

　本校１年生が学校紹介を務めますが、これまでの授

業見学を、今年度は小中学生がともに授業に参加する

「合同学習」としました。小学生の瞳の輝き、中学生

の先輩ぶりが印象に残る体験学習となりました。富中

生として共に学び、一緒に汗を流すことになる４月入

学を心待ちにしています。

2. 地域清掃活動

　２・３年生が地域への貢献について考え、ボランテ

ィア清掃活動を行いました。２年生は学校周辺（駅・

公園・幼稚園等）、３年生は出身小学校区でクリーン

作戦を展開しました。

「地域に貢献できた」

「これからも地域との

信頼関係を大切にし

たい」などの作業後

の感想があり、地域

への愛着が深まる体

験となりました。

　今後は地域の人々との協働ができればと考えています。

3. 富田駅清掃活動

　電車通学の椿地区生徒が、駅構内の清掃と駐輪場の

整理整頓を行っています。また、この活動が発端とな

り生徒会美化委員会が学年単位で隔週の木曜日に清掃

活動を行うようになりました。

　親が我が子の市民性を育て、地域の大人が我が町を

より良くするために市民性を発揮して活動する。そん

な中で、子どもたちの市民性が育まれていくことを願

います。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

富田中学校
（白浜町栄：児童数３４６人）

～ 世界と交流するまち白浜 ～

　　姉 妹 浜：「白良浜」と米国ハワイ州ホノルル市「ワイキキビーチ」（２０００. ７．２０）
　　友好都市：米国ハワイ州ホノルル市（２００４. ２. １３）　大韓民国果川市（２００９. ６. ３０）

～市民性を育てる教育～

　　　ランドマーク事業への取り組み

平草原公園　桜 ま つ り

◆期間：３月２７日（土）～４月１１日（日）

　　　　午前８時３０分～午後５時

・夜桜…上記期間中の午後５時～９時３０分

　　　　（雨天中止）

・桜まつりフェア…４月４日（日）

　（餅まき等各種イベントがあります）

※桜の開花状況により期間を変更する場合あり。

■お問い合わせ　
　役場観光課観光商工係　℡４３－６５８８


